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1.　はじめに 
　 私が、副題の「なぜ日本のプレゼンテーションは堅苦しいのか」という問いに至ったきっかけ
は、高校の英語の授業で扱った海外の広告に関する文章である。授業で海外の広告を見た際、

日本の広告とは大きく異なる印象を受けた。海外の広告はユーモアに富み、インパクトがあり、

「どこの企業の広告だろう？」と興味を惹かれるようなものが多かった。また、英語の授業でTED
のプレゼンテーションを見た際にも、海外と日本のプレゼンテーションの違いを感じた。海外の話

し手は自分の考えを直接的に伝える一方で、日本の話し手はどこか堅苦しいと感じたり、間接的

な表現が多く、伝えたいことがやや見えにくいと感じた。 
　私はもともとプレゼンテーションが苦手であり、この経験を通して「人が興味をもつプレゼンとは

何か」「どのような環境や工夫が効果的か」に関心を持つようになった。さらに、奈良県立国際高

校ではプレゼンテーションを行う機会が非常に多いため、私と同じようにプレゼンテーションが苦

手な生徒や、これから授業でプレゼンを行う下級生の助けになる探求を行いたいという思いもあ

る。この探求では、プレゼンテーションの内容やその環境が人々の興味に与える影響について探

る。 
 
 
2.  序論 
　「プレゼンテーションによって効果的に情報を伝達し、他者の理解深化や行動変容を促す能力

は、ビジネスシーンや、学術界など幅広い領域で必要とされており、雇用場面でも重視される能

力となっている」（小野田ら,2024,p523）。このように、プレゼンテーションは現代社会において重
要な役割を担っている。 
　一方で、SENA株式会社2023年の調査によると、仕事でプレゼン及びプレゼン資料の作成に
携わる方200名を対象としたアンケートで「プレゼンテーションを行うことが得意」と回答した人は
全体の18.5%にとどまっており、多くの人がプレゼンに苦手意識を持っていることがわかる。 
　また、日本の学校や職場で行われるプレゼンテーションは、形式や礼儀を重視する傾向が強

く、聞き手の関心を引きにくい場合がある。この点は、副題である「日本のプレゼンテーションは

なぜ堅苦しいのか」という問題とも関連している。奈良県立国際高校でも、プレゼンテーションの

授業は多く取り入れられているが、生徒がプレゼンに対してどのようなイメージを持ち、どのよう

なプレゼンに興味を感じるのかについては明確ではない。 
　そこで私は、「人が興味をもつプレゼン」とはどのようなものか、またそのためにはどのような環

境が必要かを明らかにすることを目的として、奈良県立国際高校の高校三年生89名を対象にア
ンケート調査を実施した。 
 
 
 
 
 

 



 

 
3.  本論 
　「人が興味をもつプレゼン」に関する若年層の意見を収集するために、奈良県立国際高校の高

校三年生89名を対象にアンケートを実施した。質問項目は、①プレゼンに対する印象、②発表者
の緊張と環境、③印象的なプレゼンの3点である。 
 
①プレゼンに対する印象 
「プレゼンをするのは得意ですか」という質問に対して、「得意」と回答した生徒は21.3%にとどま
り、「苦手」と回答した生徒が47.2%と最も多かった。この結果から、プレゼンを行う機会が多い国
際高校の生徒であっても、苦手意識を持つ人が多いとわかる。 
　また、「日本のプレゼンは海外のプレゼンと比べて堅苦しいと感じたことがあるか」という質問で

は、「よく感じる」と回答した生徒が27.0%、「ときどき感じる」と回答した生徒が49.4%であり、約4
分の3の生徒が日本のプレゼンを堅苦しいと感じた経験があることが明らかになった。 
　自由記述での「なぜ堅苦しく感じたのか」という質問に対しては、「ジョークやジェスチャーが少

ない」「形式的」「聞き手の反応が少ない」といった意見が多く見られた。他にも、「完璧にしようと

する意思が強い」「間違えたら叱られそうな雰囲気」「発表が一方的」という意見も見られ、日本の

プレゼンが『形式重視』で『緊張感の強い雰囲気』として受け止められている傾向にあるとわか

る。 
 
②発表者の緊張・環境 
　「少人数グループ(4〜5人)での発表は人前に立つよりリラックスできるか」という問いには
89.9%が「はい」と回答した。さらに、「同性だけのグループの方が話しやすい」という問いには
53.9%が「はい」と回答し、7.9％が「いいえ」と回答した。 
　自由記述での「プレゼンがやりやすい環境とは何か」という質問に対しては、「聞いている人の

反応がある」「知り合いや友人が多い」「暖かい雰囲気」「自分のプレゼンが完璧であるとき」「成

績が関係しない環境」が挙げられ、この結果からは、他の人からの否定や緊張が少ない環境で

は、より自由に表現できるという心理的安心性の概念とも一致している（Edmondson,1999,p354
）。 
 
③印象的なプレゼン 
　「印象的だったプレゼンの特徴」については、「図やイラストで分かりやすい」「聞き手を巻き込む

参加型」「共感がある」「話している人が楽しそう」などが多く挙げられた。Gallo(2014)はTEDス
ピーカーの共通点として「ストーリーを語る」「情熱をもつ」「画像優位性」「ユーモア」をあげてお

り、これらは聞き手の感情共鳴を生む要因とされている。 
 
　以上の結果から、日本のプレゼンが「堅苦しい」と感じられる要因には、形式や正確さを重視す

る文化的傾向と、失敗を避けたいという心理的圧力が関係していると考えられる。 
　また、「暖かい雰囲気」や「反応のある聞き手」が求められていることから、プレゼンの質は発表

者だけではなく聞き手を含めた環境全体に左右されることがわかった。 
　海外のプレゼンTEDでは、発表者が身振りやユーモアを交えて聴衆と積極的に交流すること
で、共感的なコミュニケーションを生み出し、聞き手の理解を深めるプレゼンになっている。 
　したがって、「人が興味をもつプレゼント」を行うには、形式よりも伝えたい内容や伝えるという感

情を重視し、聞き手との関係を築く工夫が必要である。 
 
 
 
 
 

 



 

4.　結論 
　今回の探究活動では、奈良県立国際高校の生徒を対象としたアンケート調査を通して、「日本

のプレゼンが堅苦しい」と感じられる要因と、「人が興味をもつプレゼン」に必要な環境について

明らかにした。 
　その結果、日本のプレゼンは形式的・緊張感・反応の少なさがあり、これらが堅苦しさにつな

がっていること、また聞き手の反応や暖かい雰囲気がプレゼンに大きく関わることがわかった。 
　今後は、発表者の配慮だけではなく、聞き手も積極的に関与し、互いにプレゼンに興味を持ち、

安心して発言できるプレゼン環境を作ることまたプレゼンテーションを「評価の場」ではなく「共有

と共感の場」に変えること、日本のプレゼンをもっと自由な形式にすることが課題である。 
　そこで、これからプレゼンを行う後輩に向けて、「聞き手が興味をもち、緊張しないプレゼン」を

行うためのチェックリストを作成した。 
 

 
 

授業や発表練習の前にこのリストを確認することで、発表者が自信を持ち、より効果的なプレゼ

ンを実現できると考える。 
 
 

 



 

5.　おわりに 
　この探求を通して、「プレゼン＝正しく伝える」「失敗してはいけない」という意識が強かったこと

に気づいた。しかし、アンケート調査や先行研究を整理していくと、人が興味をもつプレゼンに必

要なのは、形式的な正しさではなく、自分の考えを自分の言葉で伝える姿勢や、聞き手との相互

作用を大切にする姿勢だとわかった。 
　特に、心理的安全性の概念に触れることで、発表者だけではなく、聞き手と一緒に環境・雰囲

気を作ることで、安心してプレゼンすることができると学んだ。 
　今後は、プレゼンに苦手意識をもつ人にも今回の学びを共有し、「完璧を目指すプレゼン」では

なく「伝えたいことを共に考えるプレゼンを」実践したいと考える。また、今回はできなかったチェッ

クリストを共有したいと考える。この探究は私にとって「伝える」「行動する」ことへの恐れを乗り越

えるきっかけ、他者との理解を深めるきっかけとなった。 
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